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１ はじめに 
 本論の目的は、千葉地方裁判所（以下、千葉地裁）における活動内容を整理し、裁判所
が、法教育および裁判員制度に対してどのような取り組みを行ってきたか明らかにするこ
とである。裁判員制度の実施を目前に控え、全国各地の裁判所では、制度に関する広報活
動など大々的に行っている。さらに制度が始まっても、裁判所の役割は、市民と司法を直
接結ぶ大事な架け橋として、より一層の重要なものになるはずである。 
そうした前提をふまえて、裁判所がこれまで学校や市民に対して、どのような活動を行
ってきたか、そして今後の展開について、千葉地裁の事例を中心に紹介していきたい。 
 
２ 聞き取り調査の概要 
本論をまとめるにあたって事前に、千葉地裁へ聞き取り調査を依頼し、快諾を得て直接
お話を伺うことが可能となった。担当して下さったのは、千葉地方裁判所事務局総務課の
専門官である鹿野直人さんである。約 1 時間にわたり丁寧なご説明をしていただき、合わ
せて最高裁判所が作成した二つの DVD についてもお貸しいただいた1。 
調査の概要は下記の通りである。 
千葉地方裁判所での調査概要 
【日時】2007 年 12 月 28 日（木）午後 13 時～(約 1 時間) 
【場所】千葉地方裁判所 総務課  
【質問項目】 
１ 千葉地方裁判所における現在までの取り組み状況 
・ 裁判所内の活動体制 
・ 具体的な活動内容 
・ 実施件数および内容 
・ 学校やグループの特徴（学校種、学年、時間など） 
   ・ 問い合わせ件数および内容 
２ 授業や説明の仕方について 
     ・ 授業で工夫している点 
・ 小学校、中学校、高校での違い 
・ 子どもたちの反応（授業時の様子、質問や意見など） 
・ 授業や説明を行った感想 
３ 学校や教員に対する意見や要望 
４ 裁判所としての今後の活動展開 
５ その他、感じたことや考えていること等 
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３ 千葉地方裁判所における活動の実際 
本項では、上記の聞き取り調査の結果をもとに、千葉地裁がこれまで取り組んできた活
動について整理していきたいと思う。なお内容に関しては、話し手の意図をできるだけ再
現できるよう留意し、表現方法や順序などは執筆者が変更している。 
 
（１）活動主体と内容について 
○裁判所総務課が広報活動を担当 
裁判所広報活動全般は、裁判所総務課が担当している。裁判員制度に関していうと、平
成 18 年 11 月に裁判員広報プロジェクトを立ち上げ、民事部門・刑事部門・その他の事務
局と協力し、裁判官も加わり月一回程度の会議を行いながら取り組んでいる。 
 
○夏休み広報行事「裁判員ってなあに？！～親子で裁判員を体験してみよう～」2 
裁判所として法教育とのつながりを考えて取り組んでいるのが、夏休みと冬休みの行事
である。夏休みは毎年、親子で裁判を体験してもらう活動を行い、平成 19 年度で 4 回目
となる恒例行事となっている。裁判所 Web サイトや、教育委員会を通じて、各小学校から
参加者を募集し、対象は、千葉県内の小学校 4 年生から 6 年生児童とその保護者である。
19 年度の申し込みは、120 組 240 名の募集に対し、定員を超える盛況ぶりだった。主な活
動内容は、模擬裁判体験で、他に裁判員制度に関する○×クイズや記念写真の撮影、質疑
応答なども行っている。 
模擬裁判は、裁判所が作成したオリジナルのシナリオにそって、子どもたちが役割を演
じ、保護者にはそれを見てもらう。劇に裁判員役を入れたのは 19 年度からで、模擬評議
の場面に現役の裁判官が加わり、評議をまとめてもらう。子どもたちは、裁判官と一緒に
なって評議を体験することができ、19 年度は「銀行強盗事件」を題材にしている。これは
実際の裁判員制度では対象外の事件だが、小学生ということも考慮し、人が傷ついたり殺
人などは扱わないようにしている。昨年１８年度の模擬裁判では、15 名計 4 回の劇を実施
したが好評だったため定員を 120 名に増やし、今年 15 名計 8 回の劇を行った。 
 
○冬休み書き初めの作品募集 
冬休みには、千葉市内の小学校 5,6 年生対象に、裁判員制度に関連した題で書き初め作
品の募集を行っている。平成 19 年で 3 回目となり、応募は約 900 作品あった。また中学
生についても、同じく制度に関連した標語を募集し、こちらは約 90 作品の応募があった。
優秀作品については、裁判員制度フォーラムの中で表彰式を行っている。 
平成 20 年は、小学校 4 年生から 6 年生を対象とした書き初め作品の募集を行い、こち
らも 3 月に千葉市民会館にて開催するミニフォーラムの中で表彰式を行う予定である。表
彰式にはほとんどが出席し、行事に対する評判も良い。 
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（２）学校からの問い合わせについて 
○小・中学校 
小学校からの問い合わせは、裁判官もしくは裁判所職員の仕事を教えてほしいといった
職業紹介や出前講義の依頼が多い。職業紹介は年に 3,4 校行っている。中学校だと主に職
場訪問・職場体験の申し込みが多く、年間 20 校ほどを受け入れている。 
また庁舎見学については、小・中学校問わず問い合わせが多いが、現在、建て替え中の
ため、ほぼお断わりしている。新庁舎ができれば、大法廷の見学や法廷の数自体が増える
ので、ある程度応えていきたいと考えている。 
裁判傍聴だと大人数では不可能なので、その場合は、法廷見学やビデオ視聴、裁判所の
説明を含む質疑応答などで対応している。年間 10 校ほどの問い合わせがあり、現実に応
えられているのは 1,2 校となっている。模擬裁判を出張講義で行うケースもある。学校か
らの希望として、ビデオ視聴、職業紹介、裁判所・裁判員制度の説明に加え、さらに模擬
裁判をといわれる場合があり、なるべく学校の要望に応えるようにしている。 
 
○高等学校 
高等学校からは、模擬裁判をやってもらえないかという相談が年間 5 校ほどある。3 時
間くらい必要だという話をすると、授業時間の確保が難しく実施に至らない場合もある。
それでも平成 18 年は 6 校、19 年は 3 校で模擬裁判を行い、こちらから出かけたり、来て
もらって本物の法廷や会議室等で行うこともある。 
 実際に高校で模擬裁判を行った例では、高校 2 年生の全クラス 100 人以上を対象に、配
役は先生が決め劇を演じてもらった。その上で裁判員役の生徒が判決考え、見ているまわ
りの生徒も自分なりに考えた判決をアンケートという形で答えてもらっている。 
 
（３）活動の実際について 
○小・中学生の様子 
小中学校からは、庁舎見学の問い合わせが 3,4 件であるが、実際に実現しているのは 1,2 
件となっている。全体として、たくさんの要望があるわけではないが、出張講義や職業紹
介など、来てほしいという要望にはほとんど応えている。 
小学校での対象は、主に 5,6 年生が中心になる。夏休みの広報行事については、元々興
味を持っている子どもたちなので、積極的に、自分でもよく勉強してきている。リピータ
ーもいるほどで、反応はとてもよい。だが裁判所から学校に伺う場合や庁舎見学では、中
にはよい質問をする子もいるが、わからないと感じている子どもも多いようである。裁判
所の役割や裁判がどういうものなのか、なぜ裁判所があるのかなど、情報も持っていない
ためか理解しにくいように見受けられる。事前学習をしっかりしている学校もあるが、学
校の先生の話によると、まだ小学校の段階では、十分に裁判所を勉強する機会はあまりな
いのが現状のようである。 
中学校になると、おもに職場訪問が主体となる。将来の職業という観点から興味をもっ
て来ているので、質問をたくさん考えていて反応もよい。平成 19 年 12 月末までで、6 校
が職場訪問に来ており、来年もすでに 4 校の予約が入っている。 
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○裁判傍聴の反応 
＜中学生の裁判傍聴＞ 
裁判傍聴については、まだ中学校 1 年生では傍聴しても理解できなかったり、悪影響に
なることもあるため、遠慮している。中学校 2,3 年生は事件により傍聴してもらっている
が、都合のつく時間に事件がないときは、空き法廷の見学などで対応している。 
傍聴する事件は、4,50 分で判決直前までいく裁判で、ここでは事件内容の面白さよりも、
刑事裁判手続きの流れをみてもらうことに重点をおいている。事件の種類は、刑事事件で
も比較的罪の軽い、窃盗、覚醒剤薬物関係、交通事故に関する業務上過失傷害などの事件
で、傷害や暴行など人が傷つくものはあまりみせないように配慮している。 
実際に裁判を知るには、裁判傍聴による効果が一番大きい。生徒への衝撃も大きく見た
人の意識を変える。傍聴後の感想では、被告人入廷時の手錠腰縄の様子についての内容が
多く、「悪いことをするとこうなるんだ」ということを現実に知り、言葉ではわかっていて
も生で見て一番ショックを受ける部分のようである。また、うまく時間が合えば、裁判官
と次の法廷の空き時間まで直接話しをすることもできるので、それに感動したという感想
も多い。全体の印象として、悪いことをするとどうなるかはわかったが、法律を守る大切
さまではまだ理解できない部分も感じている。 
 
＜高校生の裁判傍聴＞ 
高校生の傍聴は、自由にみてもらうほうが多く、学校からの問い合わせ年間 2,3 校とな
っている。個人的に事件の予定を電話で聞いてくる学生もいる。直接質問にくることは少
なく傍聴してそのまま帰っていく様子。 
 
＜裁判傍聴時の配布資料と説明＞ 
傍聴時の配布資料は、①裁判所ナビ（裁判所組織の説明等）、②法廷ガイド（法廷の様
子についてイラスト等で解説）、③裁判員制度に関するパンフレットの３種類で、その他お
土産として裁判員制度のグッズを渡している。パンフレットの内容に添った口頭説明が中
心だが、基本的には興味を持って聞いてもらえるので基本的には傍聴を先に行い、その感
想を聞きながら説明をしている。パンフレット等はあとでみてもらう形をとっている。 
 
（４）学校や教員へ対して 
○裁判所でできること 
問い合わせの段階で、やってほしいことが細かく限定されていると、裁判所の方針や規
模、あるいは裁判傍聴であれば、希望の時間に事件がないことや、プライバシーの問題な
ども考慮しなければならないため、逆に期待に添えなくなる場合がある。また事前学習を
しておくと、生徒が興味を持って見学できるということもある。 
 
○時間数の確保 
出前講義は、2 時間分の配当で授業を構成している。4,50 分だと話をするだけで終わっ
てしまい、法服を着たり、できるだけ楽しくやるには 1 時間半程度が必要になる。 
また模擬裁判を本格的にやると 3 時間くらいはかかってしまう。小中学校でも 1 時間半
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程度に抑えることも可能だが、もし同時に説明を行ってほしいということであれば 3 時間
はみてほしい。模擬裁判の内容は、小中学校は銀行強盗やゲーム機の万引き、高校では強
盗致傷や殺人未遂などを題材にしている。模擬裁判では、このシナリオに基づいて生徒が
役を演じ、有罪・無罪と懲役年数を裁判官と同じように考えてもらう。小中学校と高校の
シナリオはどちらも、目撃証人とアリバイ証人で異なる状況証拠を見ながら、一方に偏ら
ないようにしている部分は同じである。シナリオで本当の裁判と違うのは、証拠を少なく
して、題材も限定している部分であり、証拠の増減で裁判の難しさを変えている。 
 
（５）今後の展開について 
○学校での教育活動や行事の実施 
夏休み・冬休みの行事や出前・出張講義は、今後さらに進めていく予定である。年々、
職場体験も増えてきているので、庁舎見学や法廷傍聴とも併せて各学校の要望を聞きなが
ら、特段の事情がない限りはすべて受け入れていく考えである。 
 
○裁判員制度に関する広報活動 
裁判員制度の広報活動は今後も続けていく予定である。裁判員制度が始まることで、制
度に関する広報への需要は多く、子どもたちにはもっと裁判について知ってもらいたい。
何より制度の導入によって法教育が増えていくことは裁判所にとってもよいであり、学校
には頑張ってもらいたいので、そのための協力は惜しまないつもりである。 
 
○今後の取り組み全般について 
広報を担当していて、法律（小学校でいうと規則ルール）についての教育が足りないと
感じることがある。裁判員制度の導入をきっかけに、法教育をしっかりやっていくことが
大切だと個人としても感じている。また裁判所の PR 不足やイメージもあるせいか、裁判
所に問い合わせをしてくる先生は意外に少ない。逆に一度出張講義に行くと継続して来て
ほしいという要望もでてくる。 
法曹三者の役割分担としては、弁護士会と検察庁が教育関係を担い、裁判所はそれを補
助する形になっているが、裁判所として学校での教育に対応できる体制は持っているので、
学校ともうまく連携できるよう積極的に利用してほしい。 
 
○教員との交流会について。 
子どもたちが法曹の世界に興味を持てるよう学校や先生にはがんばってほしい気持ち
がある。交流会に関して現状では裁判所から積極的に動く予定がないので、裁判所を利用
してほしい気持ちはあってもなかなか実現しにくいかもしれない。だが裁判員制度の導入
で教育委員会も協力的なことや、校長会や学校事務職員、中学社会科教師の研修会や裁判
員制度説明会はかなり行っている。そういった場所で、法教育の重要さを伝え、生徒にも
授業ができるという話をしており、まだ関連した問い合わせは少ないが、少しずつでも輪
が広がっていけばよいと思う。 
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４ 調査を終えて 
 今回、直接お話を聞くことができて強く感じたのは、裁判所として対応できる準備は、
しっかりと整っているということである。今後、教育現場から積極的に問い合わせを行っ
ていければ、よりよい関係を築いていけるはずである。 
今回お話しして下さった鹿野さんとは、昨年平成 18 年度の千葉大学附属中「法と共生」
ゼミで一度お会いしたことがあった。その時のゼミでは、本論中にも出てきた裁判員制度
に関するビデオ視聴や裁判に関するクイズ、裁判官や裁判所職員への質疑応答など、とて
も充実した内容で授業をして下さった。また鹿野さん自身、何回か出張講義を行っている
ことから、とても慣れている様子で、授業では、子どもたちにわかりやすく語りかけるよ
うにして話をされ生徒もよく聞いている様子であった。授業後の反応をみても、裁判官と
直接交流したり、法服を着させてもらうなどの経験は、興味を持つきっかけになっていっ
たと思われる。なかにはその翌年の「法と共生」ゼミにも参加して、模擬裁判劇のために
裁判所からお借りしてきた法服に何度も袖を通しながら、嬉しそうにしている生徒もいる
ほどである。 
附属中が、時間をかけて裁判に関する学習に取り組んできている経緯はある。しかし、
本物の人やものとふれあう経験は、子どもたちにとっても影響が大きく、関心を高めるき
っかけになっている。子ども自身がそこからさらに興味を広げ、自主的に調べ、考えるこ
とができるようになっていければよいと感じている。 
最後に、今回お話下さった鹿野さんには感謝の意を表するとともに、学校や教員と法曹
諸機関との間に、さらなる関係基盤が構築されることを願って本論の締めくくりとしたい。 
 
                                                  
【注】 
1 貸し出していただいた DVD は以下の二つである。 
 ・『リホちゃんナビスケの裁判所ってどんなとこ？』（小学生向け裁判所広報ビデオ） 
 ・『ぼくらの裁判員物語』（裁判員制度広報用アニメーション） 
2 活動の具体的内容については、千葉地方裁判所 HP でも紹介される。HP ではその他に、
たとえば出前講義の依頼や裁判員制度フォーラムに関する告知・報告など裁判所が行う広
報活動全般について知ることができる。HP アドレスは下記の通りである。 
www.courts.go.jp/chiba/ 
また今回掲載はできないが、内部資料として、夏休み行事において実際に使用された「銀
行強盗事件」に関する模擬裁判シナリオのコピーをいただくことができた。これは小中学
生を対象に裁判所が独自に作成したもので、裁判員制度を前提とした模擬裁判劇になって
いる。台本のボリュームは、字の大きさもあるが全部で 18 ページとなっている。登場人
物は、セリフのある＜裁判官・検察官・弁護士・被告人・証人 10 名＞とセリフのない＜
裁判員 6 名＞総勢 16 名が登場人物となっている。内容としても、裁判手続や状況を一つ
ひとつ確認するやりとり、証言のくい違いなど、小学生が読んでもわかるよう配慮されて
いる。本文中でもふれるが、この他「ゲーム機万引き事件」や、高校生や一般向けには、
さらに判断材料となる証拠を増やし罪名も異なる「強盗致傷」「殺人未遂」などを扱ったシ
ナリオがある。 
 
-140-
